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１．研究計画の概要 

仏教の東伝をめぐって、これまで経典や仏像
の伝播はさかんに論じられているが、仏教実
践の場としての寺院については、ほとんど議
論されることはなかった。そこで本研究は、
京都大学人文科学研究所（以下、人文研と略
す）が雲岡石窟とガンダーラ寺院址について
実施してきた 70 年にわたる考古学調査の成
果をふまえ、考古学の方法によって中国にお
ける仏教寺院の成立とその源流を探ろうと
するものである。 

 

２．研究の進捗状況 

(１)塑像出土寺院の調査と研究。人文研に所
蔵するガンダーラのタレリ・メハサンダ両寺
院址出土の仏教造像 600 点あまりを整理し、
とくに４～５世紀のストッコの塑像につい
て製作技法と寺院での使用法を検討した。こ
れをふまえ、480 年ごろに北魏の文明太后が
造営した山西省大同方山思遠寺址・遼寧省朝
陽思燕寺遺址、および瓦の様式から 490 年代
に創建されたと推定する内蒙古包頭懐朔鎮
寺院址の塑像を調査し、相互の比較、ガンダ
ーラとの関係、寺院における仏教造像の配置、
ストゥーパでの儀礼などについて検討した。
なお、北魏平城期の出土塑像については、す
べての調査を完了した。 

(２) 舎利文物の調査と研究。481 年に北魏孝
文帝が造営した河北省定州塔の舎利石函か
ら出土したサーサーン銀貨 41 枚をふくむ
金・銀・銅・ガラス製品など 200 点あまりの
文物を調査した。①インド・ガンダーラと中
国とで品目を比較し、舎利の埋納儀礼を相互
に検討した。②銅器の蛍光 X 線分析をおこな
い、仏教経典にいう「鍮石」にあたる銅・亜
鉛合金の黄銅製品を発見し、また、正倉院の

佐波理に相当する響銅の銅碗・匙を発見し、
仏教の東伝にともなってそうした技術が中
国に伝わったことを明らかにした。③ガラス
製品を蛍光 X 線分析し、それが宙吹き技法に
よること、西アジアに由来する材質であるこ
となどを明らかにした。そのうえで『魏書』
西域伝の大月氏国条にみえるガラス制作技
術の記事と照らしあわせて検討した。 

(３)南朝青銅器の調査と研究。上記の調査の
過程で、北魏の仏教文化には、シルクロード
を通じた文物や技術の伝来のほかに、南朝か
らの影響が強くあらわれていることが明ら
かになった。そこで仏具の青銅器に焦点をあ
て、南京周辺の５～６世紀の一括青銅器を調
査し、北朝のそれと比較検討をおこなった。 

 

３．現在までの達成度 

① 当初の計画以上に進展している。 

（理由）計画では中国の初期仏教寺院とそれ
に付属する瓦や塑像などの調査を対象とし
たが、それらはすべて達成され、新たに舎利
荘厳具や仏具の金属器・ガラス器をふくめた
仏教文化全体に対象をひろげて研究を進め
ている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(１)南北朝期の銅器研究。とくに響銅や鍮石
など仏教にともなう外来的技術とその製品
について、蛍光 X線による成分分析とあわせ
て検討する。 
(２)ガラス器の研究。銅器と同様であるが、
とくに人文研に所蔵するイラン収集のガラ
ス器 60 点あまりの整理と研究について岡山
市立オリエント美術館と学術協定を締結
（2011年 2月）したので、東西交流を主眼と
する研究を進める。 
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〔その他〕 

人文研が所蔵する雲岡石窟関係の写真資料
を整理し、その報告書である水野清一・長廣
敏雄『雲岡石窟』全 33 冊の PDF を京都大学
リポジトリに公開した。 

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/d

space/handle/2433/139069 

また、人文研が所蔵し、本研究で整理した雲
岡石窟（1938 年）や響堂山石窟・龍門石窟
（1936 年）の 16 ミリフイルムを京都大学研
究資源アーカイブに公開した。 
http://das.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/inf
olib/supsearch/MetSearch.cgi 

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/139069
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